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６年生『全国並びに丹波篠山市学力状況調査』の結果について 
４月１８日に実施しました「全国並びに丹波篠山市学力状況調査」の結果を報告します。 

６年生は、全国学力調査の国語・算数において、全国平均とほぼ同等の結果となりました。

また、丹波篠山市学力調査の理科においては目標値を大きく上回り、良好な結果でした。

学力の定着状況をご理解いただき、今後も子どもたちの学習習慣の改善や学校の教育活動

に対してご支援をよろしくお願いします。 

〈６年国語〉 

 

                     正答率（％） 

問題内容(問題数) 

６ 年 

全国平均 本校 

国語 〇成果 話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをま

とめる 

６８ △８１ 

●課題 文と文とのつながりを考えながら、接続語を使っ

て内容を分けて書く 

４７ ▼２７ 

●課題 同音異義語の漢字「関心をもつ」を書く  ３５ ▼１３ 

〇成果・・・話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめる 

 「話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめる問題」の正答率が８１％  

（全国平均６８％）でした。「岸さんが畳職人の大谷さんの仕事に対する思いを尋ねるイ

ンタビューの様子の記事（文章）を読んで、岸さんが大谷さんの仕事ぶりで特に心に残っ

たことを大谷さんに伝える文」を書く問題です。①大谷さんの発言を引用する。②インタ

ビューにふさわしい言葉遣いで書く。③３０～６０字にまとめる。以上の３つの条件を満

たして書きます。このように目的や意図に応じ、まとめて書く力が身についています。こ

れは、国語科等の授業でキーワード（今日の授業で学んだ学習用語等）を使ったり、いく

つかの条件に合わせたりして自分の考えを書く活動を取り入れてきた成果です。 

●課題・・・文と文とのつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書く 

 「文と文とのつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書く」の正答率が  

２７％（全国平均４７％）でした。今後は、文と文のつながりに着目して内容を読み取る

ことを大切にしたり、「そこで」や「しかし」等の接続語を使って一文を二文に分けて文を

書く活動を取り入れたりしていきます。 

●課題・・・同音異義語の漢字「関心をもつ」を書く 

 同音異義語の漢字「関心をもつ」の正答率が１３％（全国平均３５％）でした。誤答の

「感心」を書いている児童が５９％いました。漢字の意味や正しい使い方が理解できてい

ません。今後は、漢字のもつ意味の違いや、使い方をより丁寧に指導していきます。   

しかし、もう一問の同音異義語の漢字「調査の対象」の正答率は６８％（全国平均４１％）

でした。誤答の「対称」を書いた児童も少なく、大変良好な結果でした。これは、学年末

にプリントを使って繰り返し漢字練習に取り組んだ成果です。 



課題があった問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 接続語を使って一文を二文にす

る問題の正答率は２７％でした。

無解答の児童も１８％いました。   

 一文を二文に分けるために、一

文の「～大切だと思ったので」の

文末表現を「～思いました。」に変

換することができていません。 

【正解】 

「思いました、（。そこで、）わたしは、」 

「と思います（。そこで、）わたしは、」 

【正答率】 

岡野小 ▼２７％ 

全国平均 ４７％ 

（ウ）の問題で正解できた児童は 

１３％。誤答で「感心」と解答した

児童は５９％。漢字が書けても、文

の意味にふさわしい漢字を選択する 

ことができていません。 

【正解】 「関心」  

【正答率】 岡野小 ▼１３％ 

全国平均 ３５％ 

語彙を豊かにすることを含め、国語力の向

上には、学校の授業以外の時間に、本や新聞

などを読み、多くの言葉や文字に触れること

が大切だと考えています。 



 

〈６年算数〉 

〇成果・・・小数でわる（わり算）の式の意味の理解 

【問題】「０．６ｍが８０円のリボン１ｍ分の代金」を求める式は「１８０÷０．６」です。この

式のわられる数とわる数を１０倍して計算すると１８００÷６＝３００になります。では、  

『この１８００÷６はリボン何ｍ分の代金を求めている式ですか。』 【答え】１ｍ分の代金 

この問題の正答率が６３％（全国平均４８％）でした。これは、「１あたり量」の学習の際に、

図を描いたり、小数を簡単な整数に置き換えて計算したりするなど、様々な方法を使って理解を

深めたことや、学年末の復習で「１あたり量」の問題に徹底的に取り組んだ成果です。 

●課題・・・示された場面において、複数の数量から必要な数量を選び、立式する 

下記の問題（２）の正答率が４５％（全国平均６８％）でした。問題文を読んで問われているこ

とを理解し、答えを求めるために必要な数字を問題文の中から選択することができていません。

今後も図を活用する力や根拠や理由を説明する力の向上を目指し地道な指導を続けていきます。 

課題があった問題 

 

 

 

                     正答率（％） 

問題内容(問題数) 

６ 年 

全国平均 本校 

算数 〇成果 小数でわる（わり算）の式の意味の理解 ４８ △６３ 

●課題 示された場面において、複数の数量から必要な

数量を選び、立式する 

６８ ▼４５ 

 

【正解】 ２０×１０ 

 

岡野小    ▼４５％ 

全国平均   6８％ 

ゴンドラ１台が来るのにかかる

秒数は２０秒、あかりさんたちは

先頭から１０組後ろにいるという

状況を読み取ることができると、

２０×１０と立式することができ

ます。この問題の式に３６台とい

う数字は必要ありません。 

しかし、ゴンドラの３６台とい

う数量も入れて立式している児童

が４０％いました。 

教科書は全ての数字を使う問題

が多いので、それに慣れてしまっ

て、必要な数字を選択することが

できていないところもあります。 

 


